本説明会のまとめ

●介護情報基盤（キバン）
・自治体ごとに連携開始時期が異なる。
・大分市は、令和8年4月1日から一部項目。令和9年5月ごろから全項目。
・介護ＷＥＢサービスの事前登録や設定が必要。
・「利用者やキーパーソン等への説明」と「同意取得」の時期や方法の検討が必要。
・情報閲覧するには、「本人のマイナカード（医療保険証登録済）」か「4情報入力」が必要。
・カードリーダー購入の判断ポイントを基に購入するか検討が必要。

●ケアプランデータ連携システム（ケアプー）
・グループづくりが一番大切。
・利用料無料キャンペーン中の今が、グループづくりの最適なタイミング。
・補助金の上乗せ要件としてケアプ―の導入（誓約）が設けられた。
・令和8年度下期（介護情報基盤との統合）までに、介護情報基盤の登録が必須。

●共通
・キバンとケアプ―は導入方法が似ているため、この際、セットで導入することを推奨。
・導入方法等の資料は国のポータルサイトに掲載。支援事業者の活用が可能。
・Ｒ7年度助成金は、Ｒ8.3.13が申請期限。（申請時に領収書が必要）
・キバンとケアプ―を一緒に支援してもらった費用も助成金対象。
・大分市版の支援事業者の一覧は大分市ホームページに掲載中。（随時最新情報を確認）
・Ｒ8年度助成金も検討されているが、確定時期は不透明。

●キバン、ケアプ―を導入する流れ（説明外の参考情報）
①事業所内部で2人以上のチームづくり（役割分担、相談体制）ここまで行けば
なんとかなる！
（早めを推奨）

②導入について事業所内部の合意形成（上司の許可をとる）
③支援事業者を利用するか考える（利用しない場合は⑤へ）
④支援事業者を選んで連絡する（大分市版の一覧を確認）
⑤カードリーダーを購入するか考える
⑥具体的な業務の変化を確認する
⑦機器やＩＤ等の情報を準備する
⑧設定作業を行う
⑨助成金申請の準備をする（申請がない場合は⑪へ）
⑩3月13日までに助成金申請をする
⑪利用者やキーパーソンに説明して同意をとる
⑫介護WEBサービスで、マイナカード読み取り or 4情報入力
⑬利用開始！
